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　県指定無形民俗文化財「矢田の虫送り」に向け、6 月 14 日、長さ約 3 メートルの巨大たい
まつを、矢田区の地域住民や子どもたちが手作業で丁寧に作り上げました。
　7 月 4 日には、手作りの巨大たいまつを掲げ、夜の矢田川沿いを歩きました。



議長あいさつ
　この度、議員各位の温
かいご推挙を賜り、議長
の要職につくことになり
ました。
　市政を取り巻く環境が
常に変化している中、議
会の役割は大変重要にな
ります。
　議会としても、街の未
来を創造し、成長に資す
る施策の提案を進めると
ともに、開かれた議会を
目指し、議会のあり方に
ついても鋭意検討を重ね
て参ります。
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教育、体育の振興など

商工業、農漁業、観光、企業
立地、都市計画、道路、上下
水道、ボートレース事業など
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　愛知県が空港島での統合型リゾート（IR）の提案募集を開始し、中日ドラゴンズも2軍本拠地
移転の公募を発表しました。りんくう町に未利用地を抱える常滑市にとって、これらは実現可能
性を検討すべき課題であります。さらに常滑市は、全国初となる空港条例の制定を踏まえ、国際
空港との連携強化も求められています。
　これらの状況を鑑み、街の魅力向上と次世代への継承に向けた調査研究を行います。

　ＡＩを活用した議会だより紙面づくりの調査研
究を進めるとともに、動画配信の工夫や市民参加
型議会のあり方を調査研究します。
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肥田　裕士加藤代史子

発達性読み書き障害について

一般質問のページの文責は質問議員にあります。

人口減少とともに増え続ける空き家

QRコードを読み取ると各議員の質問映像をYouTubeでご覧いただけます。

ディスレクシア
（発達性読み書き障害）
への適切な支援と合
理的配慮、理解促進
を求める！

命を守る自転車ヘル
メット!
着用率向上に向けた
効果的な啓発と購入
補助の促進を

　　　小中学校での対象児童生徒の把握状況
と、ＩＣＴ活用など今後の支援策は。
　　　現在、小学校61名、中学校42名の計103
名を把握。特性に応じ個別の指導計画を作成し、
書く量の調整や端末の活用等で合理的配慮を行
う。スクリーニング検査は他自治体の事例を踏ま
え検討を進めていく。

自転車ヘルメット着用推進

　　　努力義務化に伴う着用率向上策と、購入
補助制度の年齢制限撤廃の考えは。
　　　学校での安全教室やＳＮＳ等で幅広い世代
に啓発する。補助の制限は県の制度と整合を図っ
ており、今後研究していく。

市として空き家対策は

　　　居住実態のない空き家の固定資産税特例
除外や空き家対策は。
　　　空き家対策特措法に基づき、勧告がなさ
れた特定・管理不全空き家に対して住宅用地特例
を外す。除却に対する助成制度と適切な指導・勧
告を組み合わせ空き家対策に取り組む。
　　　空き家を処理する政策から空き家を生ま
ない政策の転換は。
　　　空き家を生まない政策は重要。有効な施
策を調査研究していく。

愛知県行政書士会による無料相談

　　新設される無料相談に期待することは。
　　７月から毎月第３木曜に実施され、最も多い
相続等の専門相談窓口が増える利点がある。
相談により問題の早期把握、早期対応、トラブル
の未然防止につながることが期待される。

女性の視点を取り入れた避難所

　　　避難所の居住環境やプライバシー確保の
改善とスフィア基準（国際基準）の認識は。
　　　体育館への空調や個別テント等の整備を
進めた。トイレ環境も基準を参考に改善し、女性
に配慮した避難所運営体制の強化に努める。

有機フッ素化合物PFAS対策

　　　本市の水道水の安全確認と検査体制は。
　　　県営水道を購入。ＰＦＡＳの基準値はＰＦＯ
Ｓ、ＰＦＯＡ合算で１リットル当たり50ナノグラムで
ある。直近の検査結果は４ナノグラム未満で安全
を確認している。

学校ピアノの現状と今後

大阪市消防局のパネル水槽（アイスバス）
での熱中症対策

学校の備品管理と
長寿命化を！
小中学校における
ピアノの老朽化と
計画的な修繕・更新は

地域で育む子供たち
の未来！
子ども食堂の開設・運
営への伴走支援と持
続可能な体制構築を

　　　市内小中学校のピアノの総台数・老朽化・
不具合など管理の現状について。
　　　小中学校で計40台を各校で管理し、年１
回調律等を行う。全体の８割近くが製造から50年
以上経過している。老朽化については課題と捉え
ている。
　　　現場からの修繕など相談はあったか。ま
た、今後の計画的な更新についての本市の考え
方はどうか。
　　　令和７年度は４件の修繕を行った。高額な
ため一概に更新ありきではなく、適切なメンテナ
ンスで長寿命化を図る。
真に更新が必要な場合は、財政状況を踏まえ、計
画的な修繕・更新に対応していく。
先を見据えると、電子ピアノの導入も検討してい
くべきと考えている。

子ども食堂への支援について

　　　貧困対策や食育等の場として重要な子ど
も食堂への開設・運営支援や今後の方針は。
　　　社会福祉協議会による補助金の財政支援
や場所確保の相談、ボランティアとのマッチング
等を行う。今後も関係団体と連携し地域の居場所
づくりとして支援し、誰もが利用しやすい環境を
整える。

消防隊員及び消防団員の夏季における
健康管理と体調管理について

　　　過酷な夏季における消防隊員や消防団員
の健康管理体制と具体的な熱中症対策は。
　　　活動現場での後方支援隊による水分補給
や冷却資機材の配備、早期の交代体制の確立を
進める。事前の体調チェックや気象に応じた訓練
で安全を確保する。今後はアイスバス導入に向け
検討する。

中村　崇春伊奈　利信
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公共交通の支援を福祉的な視点から求める

常滑市の公共交通は
充実してきたが、
行き届かない部分は
福祉的な支援が
　　　　　　必要！！

子どもに元気をもた
らすオーガニック食
材を、もっと学校給食
に取り入れて！

　　　12月１日から、グルーンの路線改編と有料
化、呼べるバスの導入が始まる。乗り残し発生時
の代替車や２路線続けて利用するときは乗り継ぎ
券の発行をして利用できないか。
　　　代替車については運行経費の増加、乗り
継ぎ券は乗務員の事務負担の増加や運賃収入の
影響など課題があり実施しない。
　　　高齢者や子育て支援として運賃の無料や
半額助成はできないか。
　　　多額の財政負担が継続的に生じることや
公平性の確保の観点から、導入する考えはない。

中学校の学校部活動と地域クラブ展開
について

　　　９月から始まる地域クラブの内容と制度、
中学校との連携などはどうか。
　　　休日のうち一日３時間の活動を基本に行
う。地域クラブの認定制度は、国のガイドライン
に基づいて７つの要件に当てはまると公的支援を
受けられる。学校と地域クラブとの必要な情報共
有を図りたい。経済的に困窮する世帯の生徒に
も、補助金を支給する予定である。

子どもの健康と選択権を市民に

　　　子どもの健康を守るため、食の安全につ
いて、国基準のみに依存せず、本市独自で情報を
精査し、選択肢を市民に提示する方針はあるか。
　　　本市独自に安全性の評価を行い、市民に
選択肢を提示する方針はない。
　　　ワクチン副反応情報について、市として独
自に整理し、市民に提供する意思はあるか。
　　　市は専門性がないので、国の基準に沿っ
て行う。故に市が独自でするつもりはない。

デジタルで市政全体の方向性を再構築
　　　デジタル技術を活用し市政全体の方向性
を抜本的に再構築するための具体策は。
　　　業務の標準化・デジタル化を進めながら、
必要な分野でＡＩを適切に活用していく。
　　　予算管理を効率化する会計ソフト導入を。
　　　十分精査したうえで実施していきたい。

基金頼み・借金増の財政で良いのか？
　　　基金への依存や借金増が続く現状の財政
運営で良いのか。
　　　財政健全化は重要な課題。各事業の優先
順位付けや見直し等により、限られた財源を最適
に配分し、持続可能な財政運営に努める。

井上　恭子西本　真樹

12月から始まる「呼べるバス」

財政AI導入で事務負担軽減70％に喜ぶ職員

宇佐美美穂岩﨑　忍

地域資源を活かした農業振興と魅力発信

一般質問のページの文責は質問議員にあります。

東浦町の雨水タンク購入補助紹介コーナー

QRコードを読み取ると各議員の質問映像をYouTubeでご覧いただけます。

地域資源を活かした
農業振興と魅力発信
を点から面への取組
に

家庭用雨水貯留施設
（雨水タンク）
購入設置補助金創設
の考えは

家庭用雨水タンク購入設置補助について

　　　市民の節水ニーズ・環境意識の高まりや、
豪雨災害対策としての雨水流出抑制効果の観点
から、家庭用雨水タンク購入設置補助金創設の
考えは。
　　　他自治体は特定都市河川流域を抱え治水
対策として補助制度を導入。本市は当該流域が
ない。雨水の利活用、豪雨時の治水機能として
「ため池」があり、その老朽化対策や耐震対策を
進め機能保全に努めている。家庭用雨水タンク
は、効果はあるが市域全体での効果は限定的で
制度創設は優先度が低い。

子どもたちの足の成長を守る「上履き」
について

　　　市内小中学校の上履き指定状況は。
　　　市内13小中学校のうち青海中学校、鬼崎
中学校、南陵中学校の３校が指定。他10校は色指
定等のみで特段の指定なし。
　　　成長期の子供たちが足の形に合った上靴
を選んで履くことは重要である。指定見直しや教
育委員会で方針を統一する考えは。
　　　学校の実情に応じた判断が適切で統一方
針の予定はないが、児童生徒が快適に過ごせる
よう柔軟に対応する。

　　　農畜水産物活用の魅力づくりの取組は。
　　　６次産業化への支援、体験型コンテンツの
造成などを行っている。
　　　農畜水産物の魅力の発信に係る取組は。
　　　ＪＡと共催開催の農業まつり、ＳＮＳでの発
信など。生産現場などを含めた地域の魅力発信
も進めている。
　　　「常滑市食育推進計画」の行政の取組の一
つ「地産地消に寄与する農水産物直売所の整備
の検討」の検討状況は。
　　具体的な整備計画はないが、引き続き情報
収集に努める。今後も地産地消の推進に向け、積
極的な情報発信に努める。

児童生徒の登下校時の交通安全対策

　　　見守り活動をするボランティアが減ってき
ていると感じる。何か取組は考えているか。
　　　担い手不足により、活動の継続が課題と
なっていることも認識している。活動者の負担軽
減や担い手の確保に向け、地域との連携強化に
努めていきたい。
　　　地域全体で登下校を見守る取組として「な
がら見守り」を市民に呼びかけてはどうか。
　　　HP等を活用しながら進めていきたい。

※

※雨水を貯めて
庭の水まきや生
活用水に活用す
るタンク。最近は
ベランダに設置
できるコンパクト
なものもある。
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公共交通の支援を福祉的な視点から求める

常滑市の公共交通は
充実してきたが、
行き届かない部分は
福祉的な支援が
　　　　　　必要！！

子どもに元気をもた
らすオーガニック食
材を、もっと学校給食
に取り入れて！

　　　12月１日から、グルーンの路線改編と有料
化、呼べるバスの導入が始まる。乗り残し発生時
の代替車や２路線続けて利用するときは乗り継ぎ
券の発行をして利用できないか。
　　　代替車については運行経費の増加、乗り
継ぎ券は乗務員の事務負担の増加や運賃収入の
影響など課題があり実施しない。
　　　高齢者や子育て支援として運賃の無料や
半額助成はできないか。
　　　多額の財政負担が継続的に生じることや
公平性の確保の観点から、導入する考えはない。

中学校の学校部活動と地域クラブ展開
について

　　　９月から始まる地域クラブの内容と制度、
中学校との連携などはどうか。
　　　休日のうち一日３時間の活動を基本に行
う。地域クラブの認定制度は、国のガイドライン
に基づいて７つの要件に当てはまると公的支援を
受けられる。学校と地域クラブとの必要な情報共
有を図りたい。経済的に困窮する世帯の生徒に
も、補助金を支給する予定である。

子どもの健康と選択権を市民に

　　　子どもの健康を守るため、食の安全につ
いて、国基準のみに依存せず、本市独自で情報を
精査し、選択肢を市民に提示する方針はあるか。
　　　本市独自に安全性の評価を行い、市民に
選択肢を提示する方針はない。
　　　ワクチン副反応情報について、市として独
自に整理し、市民に提供する意思はあるか。
　　　市は専門性がないので、国の基準に沿っ
て行う。故に市が独自でするつもりはない。

デジタルで市政全体の方向性を再構築
　　　デジタル技術を活用し市政全体の方向性
を抜本的に再構築するための具体策は。
　　　業務の標準化・デジタル化を進めながら、
必要な分野でＡＩを適切に活用していく。
　　　予算管理を効率化する会計ソフト導入を。
　　　十分精査したうえで実施していきたい。

基金頼み・借金増の財政で良いのか？
　　　基金への依存や借金増が続く現状の財政
運営で良いのか。
　　　財政健全化は重要な課題。各事業の優先
順位付けや見直し等により、限られた財源を最適
に配分し、持続可能な財政運営に努める。

井上　恭子西本　真樹

12月から始まる「呼べるバス」

財政AI導入で事務負担軽減70％に喜ぶ職員

宇佐美美穂岩﨑　忍

地域資源を活かした農業振興と魅力発信

一般質問のページの文責は質問議員にあります。

東浦町の雨水タンク購入補助紹介コーナー

QRコードを読み取ると各議員の質問映像をYouTubeでご覧いただけます。

地域資源を活かした
農業振興と魅力発信
を点から面への取組
に

家庭用雨水貯留施設
（雨水タンク）
購入設置補助金創設
の考えは

家庭用雨水タンク購入設置補助について

　　　市民の節水ニーズ・環境意識の高まりや、
豪雨災害対策としての雨水流出抑制効果の観点
から、家庭用雨水タンク購入設置補助金創設の
考えは。
　　　他自治体は特定都市河川流域を抱え治水
対策として補助制度を導入。本市は当該流域が
ない。雨水の利活用、豪雨時の治水機能として
「ため池」があり、その老朽化対策や耐震対策を
進め機能保全に努めている。家庭用雨水タンク
は、効果はあるが市域全体での効果は限定的で
制度創設は優先度が低い。

子どもたちの足の成長を守る「上履き」
について

　　　市内小中学校の上履き指定状況は。
　　　市内13小中学校のうち青海中学校、鬼崎
中学校、南陵中学校の３校が指定。他10校は色指
定等のみで特段の指定なし。
　　　成長期の子供たちが足の形に合った上靴
を選んで履くことは重要である。指定見直しや教
育委員会で方針を統一する考えは。
　　　学校の実情に応じた判断が適切で統一方
針の予定はないが、児童生徒が快適に過ごせる
よう柔軟に対応する。

　　　農畜水産物活用の魅力づくりの取組は。
　　　６次産業化への支援、体験型コンテンツの
造成などを行っている。
　　　農畜水産物の魅力の発信に係る取組は。
　　　ＪＡと共催開催の農業まつり、ＳＮＳでの発
信など。生産現場などを含めた地域の魅力発信
も進めている。
　　　「常滑市食育推進計画」の行政の取組の一
つ「地産地消に寄与する農水産物直売所の整備
の検討」の検討状況は。
　　具体的な整備計画はないが、引き続き情報
収集に努める。今後も地産地消の推進に向け、積
極的な情報発信に努める。

児童生徒の登下校時の交通安全対策

　　　見守り活動をするボランティアが減ってき
ていると感じる。何か取組は考えているか。
　　　担い手不足により、活動の継続が課題と
なっていることも認識している。活動者の負担軽
減や担い手の確保に向け、地域との連携強化に
努めていきたい。
　　　地域全体で登下校を見守る取組として「な
がら見守り」を市民に呼びかけてはどうか。
　　　HP等を活用しながら進めていきたい。

※

※雨水を貯めて
庭の水まきや生
活用水に活用す
るタンク。最近は
ベランダに設置
できるコンパクト
なものもある。
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齋田　資成田　勝之

早期の方針決定とトイレ機能の充実が
必要では

一般質問のページの文責は質問議員にあります。

陶磁器会館３階の男子トイレ

新たな防災気象情報(令和８年５月29日～)

QRコードを読み取ると各議員の質問映像をYouTubeでご覧いただけます。

「観光案内所（陶磁器
会館）整備事業」につ
いて

命を守る防災情報の
アップデートを!
変更された防災気象
情報の効果的な市民
周知策は

防災気象情報変更の市民周知について

　　　今回の防災気象情報をどのように周知し
ていくのか。
　　　広報とこなめ６月号、防災アプリ「とこなめ
防災」、市公式ＬＩＮＥ、市ホームページを活用して
いる。地区で開催される防災訓練等の機会を通じ
て理解の促進を図っていく。
　　　防災気象情報と避難所開設との関係は。
　　　避難所開設レベルは気象情報のみで一律
に判断せず、避難情報の発令や避難者数等を踏
まえ総合的に判断している。先日の台風６号の際
も土砂災害の危険度判断し、市独自の「土砂災害
に関する高齢者等避難」を発令した。

一斉清掃での土砂刈草の運搬について

　　　運搬車両が確保できず、集積場までの運
搬が困難となっているところがあるが、市で運搬
車両を借りて各区の指定場所に回収に行くこと
はできないか。
　　　市での指定場所への回収は、各区の土砂
刈草の作業場所から指定場所までの運搬方法に
ついて問題があると思われ、他の方法として公用
車の貸出制度を利用していただき、今後も地域
主体の活動ができるようにと努める。

　　　陶磁器会館の再整備の必要性と方向性は。
　　　関係団体の意見から観光案内や駐車場拡
張等の必要性を認識した。「耐震改修（約１年半)」
か「建替え（約２年半)」を軸に、早期の方針決定を
目指す。
　　　耐震診断の結果と改修費用は。
　　　コンクリート強度に問題はないが、１階北
側壁面の東西方向で目標値を下回った。耐震壁
増設等の補強工事のみを行う場合の概算費用
は、約1,700万円である。
　　　トイレ機能の課題と今後の対応は。
　　　１階は改修済だが、２・３階は老朽化による
不具合が頻発し、多目的トイレもない。バリアフ
リー化など利便性向上に向けた機能を今後の整
備方針の中で検討する。

　　　トコタンの住所設定や活用案は。
　　　現在公式設定はないが、陶磁器会館を住
所とすることは親しみやすく魅力的。フォトスポッ
ト設置などによる拠点魅力向上を観光協会とと
もに検討していく。

第20回アジア競技大会について

開催迫る第20回アジ
ア競技大会の成功へ！
開幕まで残り３か月、
本市の取組状況につ
いて

多屋区の国道１５５号
東側エリアへの店舗
誘致・土地利用促進を

　　　機運醸成に向けた取組について。
　　　市ホームページにおけるアジア競技大会
の紹介、広報とこなめでは４月号から県国際展
示場で実施される５競技について、毎月競技の
説明や見どころなど掲載している。また小中学
校にてスケートボード・ＢＭＸフリースタイル・
フェンシング等の出前授業の実施を予定してい
る。
　　　県アジア・アジアパラ競技大会推進局が
企画している、児童生徒の競技観戦について。
　　　全ての小中学校が観戦内定を受けてお
り、現在、各学校では、引率体制等について調整
を進めている。

新たな防災気象情報について

　　　市民への警戒レベル伝達はどのような方
法を考えているか。
　　　今回新設されたレベル４の危険警報が発
表された場合には、市の同報系防災行政無線に
よる放送や同報無線メールによる通知に加え、
市ホームページ、市公式ＬIＮＥ・フェイスブック・
Ｘ、ＣＣＮＣ緊急放送を活用する。

多屋区国道１５５号東側の土地利用

　　　店舗誘致や開発の課題は。
　　　当該エリアは市街化調整区域であり、沿
道施設以外の建築は制限される。他地区を産業
用地の適地としたため用途を維持し、店舗誘致
等は抑制すべきものと考える。

　　　民間開発への支援や窓口は。
　　　「事業用地紹介制度」による情報発信や、
商工振興課が窓口の体制を整えている。出店を
検討する企業に対するインセンティブは、りんく
う町を対象に立地等の奨励金を交付している。

　　　国道１５５号東側エリアの未来像は。
　　　当面は現況農地の維持・保全を図る。最
優先である20ヘクタールの産業用地創出後、
社会情勢を見極めて今後の活用を検討する。

稲葉　民治相羽　助宣

スケートボードの出前授業

国道155号の東側風景
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